









































2 総合都市研究第 83号 2004
策定へと発展する過程が詳細に検討されている。都市再開発を考える際に、地権者、企業のイニシアテイブ
や役割をどのように評価し位置づけるべきなのか。また行政はどう関与すべきなのか。古くかっ新しいこう
した論点にせまる貴重な事例研究である。
最後に掲載されているのが、昨秋11月4日、「地図でみる東京の社会構造」と題して東京都庁都民ホールに
て開催された都市研究所第16回公開講演会の記録である。 3名の講師による講演は、都心回帰・再都市化と
いう現象や東京圏の階層分化・居住分化、また都心における都市空間の再編など、いずれも東京においてま
さに現在進行しつつある諸現象をテーマとするものであり、近未来の東京を考える上で多くの示唆に富む内
容となっているO
以上、本83号に収められた諸論文および講演の記録は、都市の様々な主体と、それらの主体が都市環境や
都市住民相互の社会的関係の形成にどう主体的に関わろうとしているか、という大きな主題を扱ったもので
ある。安全で住みやすく、働きやすい都市とは、また活気に満ち、人との交流が自然と促されるような都市
とはどのようなものか。そうした都市の形成に都市の多様な主体はどう関わる必要があるのか。今後、さら
に多様な事例に素材を求めつつ、都市の主体と自治というテーマに接近していきたい。
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